


平成30年7月豪雨において避難所支援を行いました

平成30年6月28日から7月8日にかけて、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録された台風7号

及び梅雨前線などの影響による集中豪雨は皆様の記憶にも新しいと思います。

特に広島県や岡山県、愛媛県などでは河川の氾濫や洪水、土砂災害などで多くの尊い命が奪われ、

11月現在でもご自宅で生活が出来ない方が避難所で生活を余儀なくされています。

この度、当広域支援センターではJRAT（大規模災害

リハビリテーション支援チーム）からの依頼で、

5名のリハビリテーション専門職が被害の大きかった

岡山県倉敷市での避難所支援を行う機会を

得ましたので、そこで行った活動についてご報告いた

します。

JRAT（大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会）とは？

はじめに

〇東日本大震災をきっかけに発足した団体で、リハビリテーションに関係するさまざまな職種が

参加し連携を図っています。

〇大規模災害が発生した時には、お年寄りや小さなお子さん、障がい者の方々などが自立した

生活を再建できるようリハビリテーション支援を行うことを目的としています。

〇JRATにはリハビリテーション科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護師やケアマネ

ジャーなど、多くの医療福祉関連職が参加し、連携を図りながら被災された方々の支援を行い

ます。平成28年熊本地震でも全国より多くの専門職が避難所などの支援を行いました。

〇生活不活発病※などの災害関連死を防ぐことを目的として活動をしています。

※生活不活発病（せいかつふかっぱつびょう）とは？

災害後、過度に安静にすることや、活動性が低下した結果、生活が不活発となり、心身

の機能のほとんど全てが低下してしまう状態をいいます。

災害後に生活が不活発になるのは「動きたいのに動けない理由」がたくさんあるためです。

「動けない・動かない」理由は主に次の３つに分かれます。

①することがない 自宅での役割がない、地域での付き合いがなくなる、など。

②遠慮して（させられて） 「危ない」「迷惑になる」と外出を控える、など。

③環境の変化 家の中が散乱している、周囲の道が危なくて歩けない、など。



平成30年7月25日時点での避難状況

7月25日時点での避難者数は2,306名（11月8日現在75名）で、31ヶ所（現在４ケ所）の避難所が設
置されていました。倉敷市で災害に遭われた方が、倉敷市隣接の総社市にも避難されていました。

平成30年7月25日から27日にかけて、理学療法士３名、作業療法士２名の計５名で岡山県倉敷市に

ある避難所で支援活動を行いました。

避難所支援の概要

平成30年7月25日時点での避難所
※倉敷市ホームページより

被害が大きかった倉敷市
真備地区では825名もの

方が避難生活を送ってい
ました。

岡山県倉敷市の市街図

●は避難所、●は私たちが関わった避難所

岡山県
倉敷市

避難所への移動途中では所々に災害の
爪痕が残っていました



活動内容

〇生活不活発病に対する予防活動、体操指導（特に

高齢者、要介護認定を受けている方）

体を動かす機会が少ない避難者の方々に対し集団での
体操を行ったり、避難所運営をされているボランティアの

方々への体操方法を指導しました。

また、被災前に介護保険サービスを受けていた避難者の

体調確認なども行いました。

〇避難所の生活環境を調査し、必要に応じて環境整備をおこなう

必要に応じて段差を解消したり、布団から立ち上がることが困難な避難者の方へダンボール製の

ベッドを設置して立ち上がりやすくするなど、動きやすい環境づくりに努めました。また、杖や車いすなどの

福祉用具の必要性や、避難者からの福祉用具に関する希望調査も行いました。

集団体操の一場面

ダンボールベッドの設置風景 完成したダンボールベッド

避難所内の段差などを確認しました

おわりに
災害はいつ、どこで発生するか、誰にも分かりません。備えを常に怠らず、今回の経験を生かし有事の際に

は何らかのお手伝いができればと思います。 （文責:熊本機能病院 理学療法士 坂田大介）

活動中に感じたこと

〇環境整備がなされている所と、そうでない避難所

の差が大きいと感じました。

〇災害の後片付けにて、日中の避難所はかなり

人数が少なく、おられるのはお子さんや高齢者が

多い印象でした。

〇避難生活によるストレスにより、心のケアが必要と

思われる避難者の方もおられました。

編集後記 「災害は忘れた頃にやってくる」と言いますが、「災害は次々間髪入れずに」やってきます。私も含め、

次に備えて準備を怠らないよう心がけたいものです。 言語聴覚士 井上理恵子


